
@ 鹿部
発行大洲市役所編集総務財政課

干795-8601

1999年

3 平成11年
月号
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~fJ!l=a 環境を考える② 【ペットボトルの処理を忘れ?に!】

ペッ トボトルは、さまざまな処理を経てPET樹脂となり、繊維製品や固形燃料の原料として再利用されま
す。 回収されたペットボトルは、ます最初に汚れているもの、 異物が入っているものなどを取り除いた後、滅
容機で圧縮し、フロック(約300本分)化されます。このとき、ペッ トボトルの約3割は汚れていてリサイクルで
きません。また、洗つであってもキャッブを付けたままのものは、うまく圧縮できないばかりか、破裂してた
いへん危険/ペッ トボトルを使い終えたら、 キャップをはすして(プラスチックはもやすごみ・金異はもやさ
ないごみ)ょくすすぎ、乾かしてから食品トレイとともにごみ袋に。資源ごみとして出す前に、リサイクJレの
ための適切な処理をお願いします。

今月号のみどころ

o地域振興券(商品券)

3月31日から交付/…...・H ・-….p2 

0第51回成人式…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…P3 

0おすみですか?税の申告...・ H ・H ・H ・..p4 

03月・ 4月は異動シーズン…...・H ・..p5 

0 博物館だより…...・H ・.....・ H ・..… P6~7

0市民の森記念植樹の参加者募集……P10

今月の納税は 1 r 
市民の動き

平成11年 1月29日現在

国民健康保険税
人口 39，424人 (-4) 

男 18，807人 (-7) 

6期 女 20，617人 (+ 3) 

世帯数 14，265世帯 ( -10) 

納期は 3月31日です JI面積 240.99平方和メトル



3月号広報おおず '99

地域振興券〈商品券}3月31日か5交付j
大洲市では、 3月31日依)• 4月1日休).2日働の3日間、市役
所及び各公民館で「地域振興券」を交付します。

交付対象者には、事前に地域振興券引換申請券や案内通知が郵

送されますので、よく読んで必要なものを持参のうえ、お越しく

ださい。なお、 4月5日伺)以降は、市役所福祉事務所において執
務時間中に受付を行います。

女
「
地
域
振
興
券
」
は

誰
が
も

5
え
る
の
?

下
表
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
で
、

交
付
開
始
日
に
当
市
に
住
所
を
有
し

て
い
る
人
で
す
。

特
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

全
員
が
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

女
何
に
使
え
る
の
?

ほ
と
ん
ど
何
に
で
も
使
え
ま
す
。

物
品
ま
た
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
対

価
と
し
て
使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
券
自
体
の
売
買
、
譲
渡
な

ど
や
商
品
券
、
有
価
証
券
と
い
っ
た

も
の
の
購
入
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

(
詳
し
く
は
特
定
事
業
者
一
覧
表
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
)

肯
ど
こ
で
使
え
る
の
?

市
内
に
庖
舗
を
有
し
、
市
に
登
録

し
た
「
特
定
事
業
者
」
(
庖
頭
に
地

域
振
興
券
が
使
え
る
旨
の
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
を
表
示
)
に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
地
域
振
興
券
配
布
の
際
に
、

特
定
事
灘
間

「
覧
表
を
一
緒
に
お
渡

し
し
ま
す
。

女
特
定
事
業
者
(
地
域
振
興

券
取
扱
醤
著
)
に
な
る
に
守
・

二
月
十
五
日
か
ら
一一
一
月
十
五
日
ま

で
、
大
洲
商
工
会
議
所
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】
宮
@
2
1
1
1

V
地
域
振
興
券
の
交
付
に
関
す
る
こ

と
は
福
祉
事
務
所

V
特
定
事
業
者
に
関
す
る
こ
と
は
商

工
観
光
課

立通告主議事3暴言識も§えるム

2 

-
交
付
開
始
日
の

直
前
に
地
域
振
興

券
引
換
申
請
券
を

郵
送
し
ま
す

+4月12日交付開始予定でしたが、 3月31日交付開始に早まりました。

-
昨
年
実
施
さ
れ
た
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
と
ほ
ぼ
同
じ
面
再
で
す

(
六
持
額
は
対
象
者
一
人
に
つ
き
二
万
円
分
)

-
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、
交
付
開
始
日
の
直
前
に
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す

15歳以下の子供がいる世帯の世帯主

基準日である平成11年1月1日現在で、 15歳以下(昭和58年1月2日以降の誕生)の子供が
いる世帯の世帯主に対して、該当する子供1人当たり 2万円分の地域振興券が受付されます。
また、外国人登録法に規定する永住者または特別永住者である15歳以下の子供がいる世帯
の世帯主に対しても同様に受付されます。

基準日(平成11年1月1日)における年齢が15歳以下の人を除き、次の2つの要件のいず

れかに該当する人

A，基準日において次の年金や手当を受ける資格を有する人
①老齢福祉年金 ②障害基礎年金 ③障害年金 ④遺族基礎年金 ⑤母子年金・準母子年

金・遺児年金 ①児童扶養手当 ⑦障害児福祉手当・特別障害者手当 ①福祉手当 ③原

子爆弾被爆者医療特別手当 ・特別手当 ・健康管理手当 ・保健手当 ⑩特別児童扶養手当の

支給にかかる障害児 (年金の種類によっては市民税の非課税が条件となります)

8，次のいすれかに該当する人で、 Aに該当しない人

①児童福祉法に基づき、里親に委託されている人

②生活保護法に基づく被保護者

①社会福祉施設に都道府県および市町村の措置に基づき、入所している人 (通所は除く)

④老人保健法に基づき、養護受託者に委託されている人

⑤らい予防法の廃止に関する法律に基づき、援護を受けている人

基準日における年齢が65歳以上(昭和9年1月1日以前に生まれた人)であり、常時の介

護を必要としている人で、次の①~③のいずれにも該当しない人

①生活保護法に規定する救護施設及び更生施設に入所している人

②病院もしくは診療所に継続して3カ月を越えて入院している人
①老人保健施設に継続して3カ月を越えて入所している人
※ただし、平成10年度分の市民税所得劃額がない人、また該当者がどなたかの控除対象配偶
者または扶養親族である場合は、その扶養者なども同様に市民税所得割額がないこと。

基準日における年齢が65歳以上かつ平成10年度の市民税が非課税の人で、 2及び3に該当
しない人
※ただし、該当者がどなたかの控除対象配偶者または扶養親族である場合は、その人の市民
税も非課税でなければなりません。

2 

3 

4 



選現数~繋建資器(~繋袋竪都ぷZ殺袋警銃ぷ~器袋舎警忠

521人おめ定とう

1月15日、第51固成人式が開催され、
会場となった市民会館大ホールは、華
やかな和服姿やスーツ姿の若者でうま

りました。式典には、521人の該当者の
うち387人が出席。決意を新たに大人
への第一歩を踏み出しました。

式
辞
に
立
っ
た
桝
田
市
長
は
、
次

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
。

「
成
人
式
は
、
人
生
の
一
つ
の
節

目
で
あ
り
、
自
他
共
に
認
識
さ
れ
た

大
人
と
し
て
の
新
し
い
旅
立
ち
の
と

き
で
す
。
・:
来
る
べ
き
新
時
代
は
、

可
能
性
に
満
ち
な
が
ら
も
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
、
先
行
き
不
透
明
な

感
の
ぬ
ぐ
え
な
い
時
代
で
す
。
そ
う

い
っ
た
時
代
に
、
新
成
人
と
し
て
船

出
し
て
い
く
皆
さ
ん
に
は
、
多
く
の

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
主
体
的
、
積

極
的
に
人
生
を
切
り
開
く
「
情
熱
」

を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
:・

「
若
さ
」
の
特
権

は
、
挫
折
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
前
向
き
に
人
生
を
生
き
る
中

で
繰
り
返
す
挫
折
は
、
や
が
て
人
生

の
糧
と
な
り
、
そ
の
後
の
自
分
を
支

え
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
、
そ
の
「
夢
」
や
「
個
性
」

を
大
切
に
し
、
長
所
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

峰、ι--
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こ
れ
に
対
し
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
平
地
区
の
鎌
田
智
史
さ
ん
が
次

の
よ
う
な
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「・
:
今
日
の
こ
の
佳
き
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
両
親
や
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

今
日
を
契
機
に
、
大
洲
の
子
か
ら
大

洲
市
民
に
認
識
を
新
た
に
し
、
大
人

と
し
て
の
基
本
的
な
教
養
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
無
責
任
な
扇
動
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
主
体
性
を
も
っ
て
物

事
を
冷
静
に
考
え
、
正
し
い
判
断
の

で
き
る
社
会
人
を
目
指
し
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
誇
り
と

責
任
を
も
っ
て
大
い
に
前
進
し
、
な

に
も
の
に
も
代
え
難
い

二
十
一
世
紀

の
創
造
に
向
け
て
、
明
る
い
郷
土
づ

く
り
、
社
会
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
:・」

式
典
で
は
、
成
人
代
表
者
に
記
念

品
・
花
束
な
ど
の
贈
呈
も
行
わ
れ
、

最
後
に
参
加
者
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た

昭
和
田
年
度
の
出
来
事

【
大
洲
市
内
】

A
T
同
月

1
ょ
口
u

徳
森
保
育
所
開
所

5
月
日
日

保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
落
成

8
月
日
日

県
営
冨
士
山
農
地
開
発
事
業

完
成

9
月
初
日

第

7
回
大
洲
市
議
会
議
員
選

挙
3
月
白
日

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
総
合
運

動
公
園
完
成

【
圏
内
】

V
成
田
新
東
京
国
際
空
港
が
開

港

V
円
高
ピ
l
ク
1
7

5
円
/

ド
ル
V
本
四
連
絡
橋
公
団
が
児

島
|
坂
出
ル

l
ト
建
設
に
着
手

V
宮
城
県
沖
地
震
(
M

7
5
)
V

日
中
平
和
条
約
調
印
V
共
通
一

次
試
験
開
始
V
世
界
最
長
の
山

岳
ト
ン
ネ
ル
の
上
越
新
幹
線
大

清
水
ト
ン
ネ
ル
(
2
2
・2
h
)
貫

通
【社
会

・
話
題
な
ど
】

V
世
界
初
の
体
外
受
精
児
(
試

験
管
ベ
ビ

l
)
誕
生
V
ア
メ
リ

カ
の
ス
リ

1
マ
イ
ル
島
で
原
発

事
故
V
デ
ィ
ス
コ
ブ
1
ム
V
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
盛
況
V
健

康
機
器
ブ
l
ム
V
流
行
語
/
窓

際
族
V
歌
手
/
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ズ
解
散
V
書
籍
/
山
崎
豊
子
の

不
毛
地
帯
V
映
画
/
キ
タ
キ
ツ

ネ
物
語

・
ス
タ
l
ウ
ォ

l
ズ

3 



3月号

お
す
み
で
す
か
?

税

の

申

広報ああず '99

市

県

民

税

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
十

一
年

一
月

一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人

で
申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、

三
月
十

五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
所
得
金
額
の
計
算
が
で
き
る
帳
簿

記
録
な
ど

②
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票
」

③
社
会
保
険
料

・
生
命
保
険
料
・
個

「
退
職
者
医
療
制
度
」
を

ご
存
じ
で
す
か
7

会
社
な
ど
に
勤
め
て
退
職
し
、
国

保
に
加
入
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
六
十
九
歳
ま
で

の
人
は
、
退
職
被
保
険
者
と
し
て
、

そ
の
家
族
と

一
緒
に
退
職
者
医
療
制

度
に
よ

っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

加
入
資
格
は
、
年
金
受
給
権
が
発

生
し
た
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
ら
世
帯
主

所

得

税

ほ

か

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
期
限
も

三
月
十
五
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

は
、
十
四
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
に

届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

退
職
被
保
険
者
の
条
件

一

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

二

老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

三
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)
の
受
給

者
で
、
そ
の
被
保
険
者
期
間
が
二

十
年
以
上
あ
る
か
、
ま
た
は
四
十

歳
以
降
十
年
以
上
あ
る
こ
と

退
職
者
医
療
制
度
の
給
付

一
退
職
被
保
険
者

(本
人
)

入
院
・
外
来
と
も
医
療
費
の
別
%

(
自
己
負
担
却
%
)

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
お

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
な
ど
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

税
務
署
で
は
、
申
告
書
提
出
用
の

「
時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
申
告
書
な
ど
の

提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
わ
か
り
や

す
い
申
告
書
の
書
き
方
等
を
税
務
署

・

市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
大
洲
税
務
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
3
1
1
5

二

被
扶
養
者
(
家
族
)

入
院
H
医
療
費
の
別
%

(
自
己
負
担
初
%
)

外
来
H
医
療
費
の
叩
%

(
自
己
負
担
叩
%
)

O
た
だ
し
、
入
院
時
に
お
け
る
食
事

代
は
、
定
額
負
担
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係

宮

@
2
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へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雪

品
で
有
人
、
。

在

所

た

し

-

現

に

つ

れ

日

た

な

げ

1

新

く

C

月
。
一
刀
し

4

す

て

を

年

ま

者

き

今

れ

有

売

、
さ
所
一
寸

は

山

内

出

υ
1

一
刊
明
切
切

動
者
、
引

1

自

有

な

ま

軽
所
に
、
ど

の

者

な

原
動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が

百
二
十
五
∞
以
下
)
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課

へ
、
そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
協
会
又
は
陸
運
支
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合
}

新
・
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
名
義
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、
旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

{
原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場

合
}
新
し
い
車
体
番
号
を
確
認
の
う
え

車
体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
自
賠
責
保

軽自動車などの

廃車手続きを忘れずに

4 

険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

{
原
付
な
ど
を
廃
車
に
す
る
場
合
}

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
(
軽
自
動
車
税
に
は
、

月
割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

廃
車
の
手
続
き
が
一
日
で
も
過
ぎ
る

と、

一
年
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
){
原
付
な
ど
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

場
合
}

名
義
変
更
か
、
廃
車
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

{
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
又
は

廃
棄
し
た
場
合
}

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

{
転
入
・
転
出
の
場
合
】

転
入
し
た
人
で
、
他
市
町
村
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
そ

れ
を
持
参
し
、
大
洲
市
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
こ
の
場
合
、
印
鑑
・

車
名
・
車
体
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
)

転
出
す
る
際
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

{
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
}

ま
ず
、
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、

そ
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
、
?
ぇ
、

税
務
課
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務

課
軽
自
動
車
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
異
動
の
多
い
時

期
で
す
。
転
入
転
出
の
際
に
、
必
要
な
手
続
き
を

怠
る
と
、
国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
大
切
な
権
利
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
へ
の
届
け
出

{住
民
登
録
}
〈
市
民
課
》

市
民
課
で
転
出
証
明
を
受
け
取
り
、

十
四
日
以
内
に
新
住
所
地
の
市
町
村

役
場
で
転
入
届
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

‘ν
 な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
は
、
異
動
手
続
き
の
際
、
国
民
健

康
保
険
証
と
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

{印
鑑
登
録
}

〈

市
民
課
〉

印
鑑
登
録
証
を
返
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

{国
民
健
康
保
険
証
】
〈
市
民
課
〉

一
度
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
家
庭
、

零
歳
児
、
重
度
心
身
障
害
者
及
び
老

人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証
も
一
度

返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【国
民
年
金
}

〈

市
民
課
〉

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

{水
道
】

〈

水
道
課
》

転
出
・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、

事
前
に
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
【転
学
証
明
}

〈

学
校
教
育
課
〉

小
・

中
学
生
が
い
る
場
合
に
は
、

転
出
・
転
入
に
関
す
る
住
民
登
録
が

済
み
し
だ
い
、
教
育
委
員
会
(
学
校

教
育
課
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
転

出
の
場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で
在

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取
り
、

転
出
先
の
小
・
中
学
校
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

{福
祉
関
係
}

《

福
祉
事
務
所
〉

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
必

ず
手
続
き
に
、
福
祉
事
務
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
所
得
証
明
の
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
新

住
所
地
の
福
祉
事
務
所
で
、
住
所
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
戸
籍
謄
抄
本
・

住
民
票
の
写
し
の
請
求

〈
市
民
課
〉

戸
籍
・
住
民
票
の
謄
抄
本
を
手
紙

で
請
求
す
る
と
き
は
、
次
の
必
要
事

項
を
明
記
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
に

切
手
を
は
り
、
規
定
の
料
金
を
郵
便

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

{必
要
事
項
}

V
戸
籍
日
本
籍
地
、
筆
頭
者
氏
名
、

謄
抄
本
の
別
(
抄
本
の
場
合
は
必

要
な
人
の
名
前
)
、
請
求
理
由
、

請
求
者
と
の
関
係
、
請
求
者
の
住

い※ .... 

合詳由住所
大わし 民
洲せく 票氏
市くは 11 名
役:だ 、 イ主
所さ市所
い役
ft 0所氏
@各名
2 課
1 へ請
1 お求
l 問理

そ
の
他
の
届
け
出

{運
転
免
許
証
}

住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
新
住
所

地
の
警
察
署
で
、
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
陸
運
事
務
所
で
登
録

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転

居
先
が
県
内
と
県
外
で
は
手
続
き
が

異
な
り
ま
す
。

{郵
便
物
}

最
寄
り
の
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出

し
て
お
く
と
、
一
年
間
は
転
居
先
に

郵
便
物
を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

{そ
の
他
}

銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け
出
や

電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変
更
や

廃
止
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

は
三
月
一
日
i
三
月
二
十
三
日

平
成
十
一
年
度
固
定
資
産
税
の
課

税
の
も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
、
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す。
平
成
十
年
中
に
、
家
屋
の
新

・
増

築
や
取
り
壊
し
を
し
た
人
、
ま
た
は
、

土
地
・
家
屋
の
相
続
、
贈
与
、
売
買

な
ど
で
所
有
権
の
変
わ
っ
た
人
は
、

資
産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い

る
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す

が
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{期
間
}

平
成
十
一
年
三
月

一
日
か
ら
平
成

十

一
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
(
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
縦
覧
で
き

ま
せ
ん
)

{時
間
}

午
前
八
時
三
十
分
i
午
後
五
時

{場
所
}

V
肱
南
・
久
米

・
肱
北

・
喜
多
及
び

平
地
区
在
住
者
は
、
市
役
所
税
務

課
V
連
絡
所
管
内
在
住
者
は
各
連
絡
所

V
前
記
の
う
ち
、
納
税
組
合
未
加
入

者
は
市
役
所
税
務
課

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、

市
役
所
税
務

課
固
定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
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1
1
1
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線
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2
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博
物
館
で
は
、
大
洲
・
新
谷
藩
に
関
す

る
資
料
を
中
心
に
館
蔵
品
の
充
実
に
努
め
、

展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
う
は
、

こ
れ
ら
の
館
蔵
晶
の
中
で
、
特
に
興
味
深

い
も
の
を
取
り
上
げ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

加
藤
文
麗
書
玉
井
弥
右
衛
門
宛
書
簡

(
書
き
下
し
)

玉
井
弥
右
衛
門
殿

昨
日
は
久
々
に
て

金
王
丸
殿
江

得
貴
顔

不
久
方
大
悦
此
義
候

其
節
相
認
候
、
絵

名
印
出
来
申
慢
閏

貴

顔

迄

遣

候

御

上
司
給
候
、
昨
夜

在
之
外
長
座
に
て
御

馳
走
共
恭
奉
存
候

乍
害
義
此
段

も
宜
御
申
上
頼
候

巳
上

加
橡
斎

霜
月
廿
二
日

尚
々
弥
以
御
障
も

無
之
、
御
勇
健
之
趣

重
珍
重
候

巴
上

最
初
に
紹
介
す
る
館
蔵
絹
川
、
絵

師
と
し
て
知
ら
れ
喝
淵
嘱
技
麗
か
ら

大
洲
藩
臣
の
玉
井
弥
右
衛
門
に
宛
て

て
出
さ
れ
た
書
簡
(
手
紙
)
で
す
。

こ
の
書
簡
は
、
久
し
ぶ
り
に
江
戸

の
大
洲
藩
邸
を
訪
れ
た
文
麗
が
、
次

mv畑
山
仁
弥
右
衛
門
へ
送
っ
た
も
の
で
、

金
王
丸
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
。
夜
の
も
て
な
し
と
心
遣
い
が
あ

り
が
た
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
と
き
文
麗
は
、

金
王
丸
へ
記
念
に
絵
を
贈
る
こ
と
を

約
束
し
た
よ
う
で
、
そ
の
絵
と
落
款

が
出
来
上
が
っ
た
の
で
、
金
王
丸
に

渡
し
て
ほ
し
い
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
加
藤
文
麗
と
玉
井
弥

右
衛
門
、
ま
た
金
王
丸
と
は
ど
の
よ

う
な
関
係
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

や
す
試
麗
は
、
第
三
代
大
洲
藩
主
加
藤

泰
恒
の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に

池
ノ
端
加
藤
家
を
継
い
で
旗
本
と
な

り
、
江
戸
非
惟
ん
で
い
ま
し
た
。
文

麗
の
長
男
泰
街
は
、
や
が
て
第
六
代

目
の
大
洲
藩
主
と
な
り
ま
す
が
、
こ

ほ
、
つ
れ
き
注

1

の
泰
街
の
三
男
と
し
て
、
宝
暦
二
年

(
一
七
五
四
年
)
江
戸
の
大
洲
藩
邸

で
生
ま
れ
た
の
が
金
王
丸
で
す
。
つ

ま
り
金
王
丸
は
、
文
麗
の
孫
に
あ
た

る
わ
け
で
す
。

おー一也譜
七
年
三
月
、
こ
の
金
王
丸
の

御
側
付
(
そ
ば
に
仕
え
世
話
を
す
る

役
目
)
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
、
江
戸

詰
め
の
藩
士
で
あ
っ
た
玉
井
弥
右
衛

門
で
す
。
弥
右
衛
門
は
い
も
詮
往
買
が

宝
暦
十
↑
詐
計
一
月
に
下
野
国
(
栃

木
県
)
喜
連
川
氏
の
養
子
と
な
っ
た

6 

際
も
、
御
側
付
と
し
て
喜
連
川
家
に

入
っ
て
お
り
、
金
王
丸
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
文
面
か
ら

は
、
と
き
お
り
文
麗
が
金
王
丸
の
と

こ
ろ
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、

文
麗
と
弥
右
衛
門
は
、
親
し
い
関
係

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
霜
月
廿
二
日
(
十
二
月
二

十
二
日
)
に
書
か
れ
た
こ
の
書
簡
。

何
年
か
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

差
出
人
の
文
麗
が
諜
斎
と
号
す
る
の

が
宝
暦
六
年
、
弥
右
衛
門
が
御
側
付

と
な
っ
た
年
が
宝
暦
七
年
の
三
月
、

金
王
丸
が
喜
連
川
家
の
養
子
と
な
る

の
が
宝
暦
十
一
年
十
一
月
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
宝
暦
七
年
か
ら
宝
暦
十

一

年
の
い
ず
れ
か
の
年
で
あ
っ
た
と
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
加
藤
文
麗
。

彼
の
描
い
た
絵
は
、
大
洲
地
方
に
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
書
簡
は
数

少
な
く
、
大
変
興
味
深
い
史
料
で
す
。

注
1

加
藤
家
年
譜
・
足
利
家
譜
で

は
宝
暦
四
年
六
月
十
日
と
あ
る
が
、

本
文
は
寛
政
重
修
諸
家
譜
の
生
年

月
日
に
よ
る
。

注
2

藩
臣
家
譜
で
は
宝
暦
七
年
十

一
月
と
あ
る
が
、
本
文
は
喜
連
川

町
誌
に
よ
る
。

{
参
考
文
献
}

『
改
訂
版
大
洲
市
誌
」
、
桜
井
久
次

郎
編
「
加
藤
家
年
譜
』
及
び
「
大
洲
藩

臣
家
譜
」
、
「
栃
木
県
史
/
史
料
編
近

世
四
』
、
『
喜
連
川
町
誌
』
、
新
人
物

往
来
社
「
三
百
藩
藩
主
人
名
辞
典
』
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植
物
の
話
題

身
近
か
な
植
物
の
お
話

あ

れ

こ

れ

f

-
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
植
物
た
ち

環
境
庁
が
、
平
成
五
年
よ
り
全
国

規
模
で
生
物
に
関
す
る
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
と
い
っ
て
、

日
本
の
絶
滅
の
恐
れ

の
あ
る
野
生
生
物
の
種
の
リ
ス
ト
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に

「
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の

個
々
の
種
の
生
育
状
況
等
を
ま
と
め

た
も
の
」
と
し
て
『
レ

ッ
ド
デ
l
タ
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
現

在
、
植
物
の
生
育
環
境
が
悪
化
し
つ

つ
あ
る
中
で
『
植
物
版
レ

ッ
ド
デ
l
タ

ブ
ッ
ク
』
も
作
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

(写 1) 

大
洲
地
方
に
も
全
国
規
模
で
「
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
」
と
し

て
タ

コ
ノ
ア
シ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
/

写
①
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
種
は
、
低
地
の
泥
湿
地
帯
や

河
川
敷
、
湖
岸
な
ど
の
湿
っ
た
と
こ

ろ
に
自
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。
高

さ
は
却
咽
j
m
ω
m
ぐ
ら
い
あ
り
、
生

育
条
件
が
よ
け
れ
ば
群
落
を
つ
く
り
、

花
の
時
期
は
八
月
か
ら
十
月
ご
ろ
ま

で
で
す
。
花
序
の
枝
は
、
は
じ
め
渦

巻
状
に
外
側
に
ま
い
て
い
ま
す
が
、

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
枝
が
伸

び
た
く
さ
ん
の
白
色
の
小
さ
い
花
を

並
べ
ま
す
。
そ
の
形
が
吸
盤
の
あ
る

タ
コ
を
逆
さ
ま
に
立
て
た
よ
う
に
見

え
る
の
で
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
大

洲
市
内
で
は
一
時
期
絶
滅
し
た
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
生
育
し
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
種
は
、
生
育
条
件
が
整
っ
て

い
る
と
か
な
り
繁
殖
し
ま
す
が
、
放

置
し
て
他
の
植
物
と
競
争
す
る
状
態

に
な
る
と
、
二

・
三
年
で
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
た
目
は

と
て
も
丈
夫
そ
う
な
の
で
す
が
、
見

か
け
倒
し
で
、
実
は
繊
細
な
植
物
な

の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ミ
ゾ

コ
ウ
ジ
ユ

(
シ
ソ
科
/
写
真
②
)
で
す
。
高
さ

初

叩

j
m
咽
で
、
低
地
の
湿
地
や
河

企タコノアシ

vミゾコウジ、ュ(写2) 
川
敷
な
ど
に
生
え
ま
す
。
シ
ソ
の
仲

間
は
、
だ

い
た
い
八
月
か
ら
十
月
ご

ろ
に
花
が
咲
く
の
で
す
が
、
こ
の
種

は
五
月
か
ら
六
月
ご
ろ
、
淡
紫
色
の

小
さ
い
花
を
付
け
ま
す
。
大
洲
地
方

で
も
狭
い
面
積
で
し
か
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
お
り
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
肱
川
河
口
の
ハ

マ
サ
ジ
、
柳
沢
の
イ
ヌ
セ
ン
ブ
リ
、

河
辺
の
キ
ク
ガ
ラ
ク
サ
な
ど
も
こ
の

リ
ス
ト
に
載

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
洲
地
方
で
、
か
つ
て
よ
く

見
ら
れ
た
植
物
の
中
に
は
、
少
な
く

な
っ
た
も
の
、
見
か
け
な
く
な
っ
た

も
の
、
あ
る
い
は
全
く
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、
タ
ヌ
キ
モ

(写
③
)
、
デ
ン
ジ
ソ
ウ
、
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
、
キ
キ
ョ
ウ
、

リ
ン
ド
ウ
、
ヒ

ナ
ラ
ン
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
(
植
栽
/
写

④
)
、
コ
ウ
ホ
ネ
、
コ
ハ
チ
ジ
ョ
ウ

シ
ダ
な
ど
で
す
。

(写4) vジュンサイ

(写3) 

植
物
と
い
う
の
は
、
黙

っ
て
生
き

て
い
る
地
味
な
生
物
。
切
ら
れ
よ
う

が
踏
ま
れ
よ
う
が
黙
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
死
ぬ
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て

も
直
接
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
来
、
そ
こ
に
あ

っ
た

植
物
が
、
な
く
な

っ
て
い
る
と
い
う

事
実
。
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
環

境
悪
化
の
警
鐘
と
し
て
受
け
取
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

企タヌキモ

博
物
館

Q
&
A

Q

大
洲
市
立
博
物
館
て

ど
ん
な
と
と
ろ
?

A

博
物
館
は
、
大
き
く
「
人
文
系

博
物
館
」
「自
然
系
博
物
館
」
、
両
分

野
を
取
り
扱
う
「
総
合
博
物
館
」
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
立
博
物
館
は
、
総
合
博
物

館
で
あ
り
、
歴
史
や
民
俗
、
自
然
な
ど

広
い
分
野
に
わ
た
る
資
料
の
収
集
や

展
示
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
館
で
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

自
然
科
学
教
室
・
歴
史
文
化
教
室
や

一
般
向
け
の
生
涯
学
習
講
座
(
ふ
る

さ
と
見
聞
講
座
)
を
開
講
す
る
な
ど

教
育
活
動
の
ほ
か
、
消
え
ゆ
く
大
洲

の
歴
史

・
文
化

・
自
然
を
調
査
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
仕
事
な
ど
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

博
物
館
の
場
所
は
、
国
道
日
号
沿

い
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
(
肱
北
公

民
館
)
の
四
・
五
階
。
ま
ち
の
小
さ

な
博
物
館
で
す
が
、
大
洲
に
つ
い
て

詳
し
く
学
べ
る
博
物
館
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
考
古
や
歴
史
、
民
俗

美
術
資
料
な
ど
を
取
り
扱

っ
て
い
る

の
が
ん
文
系
博
物
館
。
自
然
や
科
学

資
料
な
ど
を
取
り
扱

っ
て
い
る
の
が

自
然
系
博
物
館
で
、
子
供
た
ち
に
人

気
の
動
物
園
や
水
族
館
は
、
こ
の
自

然
系
博
物
館
に
含
ま
れ
ま
す
。

7 
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大
洲
城
跡
本
丸
付
近
の

発
掘
謂
査
を
実
施

大
洲
城
天
守
閣
復
元
の
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
、
大
洲
市
教
育

委
員
会
で
は
二
月
上
旬
か
ら
今
月
に

か
け
て
、
本
丸
付
近
で
発
掘
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

調
誼
範
囲
は
、
本
丸
天
守
閣
跡
地

と
多
聞
櫓
跡
地
約
二
八
0
2m
で
す
。

今
回
行
う
大
洲
城
跡
の
発
掘
は
、

最
初
に
天
守
閣
跡
地
に
設
置
さ
れ
て

い
る
藤
樹
像
の
台
座
を
礎
石
が
残
つ

v本丸付近現況写真

号

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
吉
岡
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係

g
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

31 第

作
成
し
て
い
ま
す
。

?

そ
せ
き

こ
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
礎
石
ま

た
は
そ
の
跡
が
出
て
く
る
と
、
天
守

閣
の
大
き
さ
を
実
証
す
る
手
が
か
り

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
層
と
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
遺
物
を
調
査
す
る

こ
と
に
よ
り
、
い
つ
ご
ろ
ど
の
よ
う

な
造
成
工
事
を
し
て
天
守
台
が
造
ら

れ
た
の
か
、
ま
た
、
天
守
閣
が
建
造

さ
れ
る
前
に
、
何
ら
か
の
建
物
が
存

在
し
て
い
た
の
か
な
ど
が
判
明
す
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

V発掘調査地点見取図

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
民
主
主
義
上
・
下
」

せかい
じ
ん
け
ん
せ
ん
げ
ん
こ
く
れ
ん
そ
う
か
い
き
い

たく
世
界
人
権
宣
言
が
恩
漣
総
会
で
採

伊
4悼
た

一
九
四
八
(
昭
和
一
」UT
一巳

粋
当
時
め
こ
と
守
吋
。
わ
が
国
は
敗

戦
後
の
苦
し
い
司時
期
に
あ
り
念
抗
ら
、

守

彦

と

必

弓こう

乞ち
た
と
ち
カ
ら
勺
よ

擬
け
肱
民
は
い複
棋
の
槌

F
MV力
描
く

響
き
、
将
来
に
明
る
い
希
望
を
見
い

だ
礼
沙
付
件
と
な
っ
で
札
止
。もと

学
校
教
育
刊
新
し
い
制
度
の
打
代

ス
タ
J
ト
を
切
乃
ま
し
た
が
、
肝
心

き
ょ
う
カ
し
ょ
ま
人
そ
く

の
教
科
書
が
満
足
ポ
な
い
あ
り
さ
ま

で
し
た
。
そ
こ
が
締
坊
虻
持
っ
吠
新

し
と一r敷
市
竹
書

「民
主
主
義
上

・
下」

が
登
場
比
役
付。

民
主
主
義
と
は
、

そ
し
て
噺
憲
法
と
は
ど
仇
な
も
の
な

い山仇
山花
子
化
も
た
ち
に
敬
沃
ょ
、
句
と
、

文
部
省
は
思
い
吻
台
た
再
浮
乞
組
み
、

当
月
叱
つ外
て
は
立
派
な
装
丁
の
教
科

書
を
出
版
し
た
の
で
す
。

，

zh右
右

カ

L
Jハゼ
iv

ちゅ
渚
守
ん
の
中
に
は
、
当
時
の
新
淵

沖
山
子
で
〈
初
教
訓
哨
書
を
手
に
し
て
地

強
し
た
記
憶
を
持
っ
て
お
刊
訊
同
坊

は
ル
あ
る
こ
と
で
し
が
ち
い
訓
汗
町
出

場内川
仁
川一
γl
ベ
ル
文
学
賞
府
家
の
大

紅
健
三
郎
さ
ん
し叫
つふ
れい円
ゆ一〈
A
A
F

吋
。

彼
の
エ

ッ
セ
イ
集
「
厳
粛
万
綱
渡
り
」

に
は
、

当
時
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ほ
寸
。むら

「
泊
三
議
官
の
覇
空

に
いし
最

mm山
一
年
生
と
し
て
入
学
し

た
年
の
五
月
に
新
し
い
憲
法
が
施
行

さ
れ
た
日
新
制
中
学
に
は
、
新
ι

LV

憲
法
の
時
聞
が
あ
っ
た
。
上
下
二
冊

の

「民
主
主
義
」
と
い

L
PJ
イ
下
か

の
教
科
書
が
、
ぼ
く
の
頭
に
熱
い
感

て
い
な
い
か
調
べ
な
が
ら
撤
去
し
、

そ
の
あ
と
、
天
守
閣
・
多
聞
櫓
跡
地

全
体
の
土
を
順
番
に
取
り
除
い
て
、

遺
物
(
瓦
・

皿
な
ど
の
破
片
)
や
遺

構
(
土
を
掘
っ
た
穴
な
ど
の
跡
)
が

な
い
か
確
認
し
な
剖
ら
1

人
間
の
手

じ
キま
そもつ

の
入

っ
て
い
な
い
地
山
層
ま
で
掘
り

進
め
る
も
の
で
す
。
出
土
し
た
遺
物

や
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
詳
細
に
記

録
保
存
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
発
掘
作
業
と
同
時
に
、
本

丸
及
び
二
の
丸
付
近
の
石
垣
に
つ
い

て
も
測
量
を
行
い
、
詳
細
な
図
面
を

8 

No.245 

人
権
と
同
和
教
育

じ
よう

お

も

だ

情
を
う
え
つ
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

キくそ
く

じ
併
く
加
し
辻
浪
主
主
義
の
約
床
山
い

拍
分
の
日
常
生
活
の
も

っ
と
対
基
本

的
な
モ
ラ
ル
で
あ
る
こ
花山
花
感
じ
る

が
、
そ
の
そ
も
そ
も
の
端
緒
は
、
新

制
中
学
の
と
き
の
新
し
い
憲
法
の
時

間
紅
拘
わ
た
円
売
ト

;

う

戦
持
中
に
軍一
月
一戸
犠
んの
教
育
を
受

け
て
育

っ
た
大
荘
沙
年
に
と

っ
て、

現
注
注
議
と
切
唱
沿
い
は
、
ま
さ
に

驚
天
動
地
の
出
来
事
で
あ

っ
た
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

は

人

せ

し

き

え

:
あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
怪
も
、ま
し
た
0

1

f

L

i
f
 

今
日
ゃ
く
私
た
お
認

定

憲

法

初
精
抽

F
Fあ
る
で
わ
進
本
的
人
権
の
尊

重
」
の
考
え
が
定
着
し
は
じ
め
詰
し

仇

γ〈
弘
均
一作
沙
市
」一
」十
四
年
前
約

洞
和
対
持
審
議
会
答
申
吻
L
h同
和
問

題
と
は
日
本
国
憲
法
に
保
樟
汚
れ
た

基
本
的
人
権
山
静
か
わ
る
課
題
で
あ

る
」
と
い
う
指
摘
寸
受
付
、
国
を
あ

げ
、之
同
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た

ゼ

U

A
刀

成
深
泣
言
片
山
喝
ん々

ιよ
め
。

人
々
紗
人
権
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
は
長
い
長
い
時
閉
め
ゆ
か
い
品
事
」

と
代
庁
が
い
掠
た
誌
は
日
々
の
小
さ

な
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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1月15日(金)砂
成人式恒例の寒中水

泳大会ti"行われ示レ定。

大洲l之伝わ3古式泳法

神伝主馬流の披露l之つ

づき、 6歳n'う58歳ま
での約70人ti"初泳ぎ。
水温8"Cをちのとちレ
怠い力強い泳ぎl之、見
学者介らIet-盛んに拍手
ti"送Lうれでいましだ。

1月9日(士)砂
ゃっ/レト球団の大山貴広選

手17'"帰郷レ、母校の新谷中学

校で野球教室主主行いまじた。

新谷地区の小中学生約50人ti"
参加。身iJil-1手ぶりを交え，で
の?ドパイスを真剣iこ聞き怠
げら、練習l之取り組んでいま
じた。‘1月10日(日)
商売繁盛さ願う「十日九び

す祭J ff大洲神社で行われ、
今年ち福を求め~参拝客でi之

ぎわいまじだ冶

1月18日(月)砂
人命き救助レだ八多喜町め

山口健治さんl之、消防長nlう
表彰状ti"贈られまじだ。山口

さんIet-年末l之市内で発生レだ
民家火災で、煙の充満レだ屋

内tl'"う、意識を失い倒れでい
た高齢者き救助されまじだo

j/ ‘1月18日(月)
1" I ' 県建築士会大洲支部の会員
ti"加Iet-怠Iet-ん通し/周辺の建物
調査を開始レまじだ。歴史的

だだずまいを残す建物の現況

を把握す3だめに市ti"依頼レ
だそラので、調査結果Iet-、肱南
地区町並み保存の基礎資料と

じます。

• 

‘1月6日除)
新春書き初め会ff喜多小学校で開介れまじ
だ。市内の小学校3年生n"う中学J主まで約400
人が参加、学年ごとの課題l之元気良<挑戦じ
ていまじだ。

....1月9日比)
恒例の七草ffゆ歩ごう会ff行われ、幼児n
Lう高齢者まで約350人17"'4キロのコースき歩
さまじだ。この日Iet-小雪ti"ちらほら。完歩レ
だ参加者だちIet-、ゴーんの中央公民館l之準備
されだあつあつの七草げゆで体定温めまじだ。

‘1月12日伏)
山間部の小学校 (蔵

)11・柳沢・田処・上須戒)
と市街地の小学校(喜

多)さつ怠ぐ子レピ会

議うス子仏の開設式ff
行われました。うス子

仏導入Iet-県内初の試み

で、共同授業や学校間

交流怠ど、新しい教育

の展開ti"期待されでい

ます。

( 

( 



大
洲
市
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
花

と
緑
の
公
園
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

富
士
山
に
「
市
民
の
森
」
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
こ
の
市
民
の
森
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に

「結
婚
」
「
誕
生
」
「
入
学
」

「長
寿
」
な
ど
の
慶
事
を
記
念
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
木
に
託
し
て
植

え
て
も
ら
い
、
手
作
り
の
森
を
育
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
思
い
出
を
一
本
の

木
に
託
し
、
あ
な
た
自
身
の
手
で
植
樹

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ア
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へ
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累

計

額

七

=

二
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五
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二

九

六
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金
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(
寄
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金
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三
善
地
区
社
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内
指
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配
分
四
五
六
万
人
、
八
四
一
円

へ
)

中

村

岡

玉

井

民

友

商

店

感

謝

を

こ

め

て

掲

載

さ

せ

て

い

た

だ

春

賀

く

み

あ

い

食

品

工

業

側

き

ま

す

。

春

賀

側

ア

イ

パ

ッ

ク

ス

3月号広報ああず '99

参加者を

募集グ

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

一
月
二
十
一
日
分
ま
で

(敬
称
略
)

金金

封封

大

洲
松
山
市

徳
山
内
科

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金

)

若

宮

愛

媛

南

部

ヤ

ク
ル
ト
販
売
鮒
大
洲
地
区
ヤ
ク
ル
ト
販

売
庖
一
同

金
一
封
(
寄
付
金
)
東
大
洲

大
洲
青
果
商
業
協
同
組
合

(
指
定
配
分
)

浦
岡

忠
夫

徳
山

勝
之

日

日寺

四
月
二
十
九
日
同

み
ど
り
の
日

午
前
十
時
か
ら

【場

所

}

冨

士

山
南
側
斜
面

{対
象
者
】
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

人
(
大
洲
出
身
で
市
外
に
住
ん
で
い

る
人
を
含
む
)
②
市
内
の
団
体
・
法

人
①
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に

何
ら
か
の
慶
事
を
迎
え
た
人
、
ま
た

は
迎
え
る
人

{植
樹
の
種
類
と
費
用
】

V
樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ

V
費

用

一
万
円
(
プ
レ
ー
ト
代、

支
柱
代
を
含
む
)

※
植
樹
後
の
樹
木
は
、
市
の
所
有
と
な

り
、
市
が
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
が
、

枯
れ
た
り
、
損
傷
・
盗
難
に
あ
っ
て

も
そ
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。

【申
込
期
限
】
四
月
八
日
同

【申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
財
政
課
行
政
係

合

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

三
月
新
刊
案
内

メ
デ
ィ
ア
が
変
わ
る
知
が
変
わ
る

井
上
輝
夫
他
編

達
人
の
「
手
帳
術
」
が
見
た
い
!

戸

田

覚

著

わ
が
父
文
鮮
明
の
正
体
洪
蘭
淑
著

ひ
と
り
で
暮
す
い
き
い
き
老
い
る

十
返
千
鶴
子
著

ヒ
ト
か
サ
ル
か
と
問
わ
れ
で
も西
江
雅
之
著

ロ
シ
ア
に
ア
メ
リ
カ
を
建
て
た
男

上
杉

一
紀
著

{
氏
本
孝
著

尾
木
直
樹
著

台
湾
学
校
は
再
生
で
き
る
か

市
場
対
国
家
上
・
下

ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
l
ギ
ン
他
著

日
本
は
必
ず
復
活
す
る

山
岡
洋

一
他
訳

韓
国
ほ
ど
大
切
な
国
は
な
い
重
村
智
計
著

地

獄

の

虹

毛

利

恒

之

著

六

十

で

悪

い

か

!

中

沢

正

夫

著

最
新
版
・
ビ
タ
ミ
ン
ブ
ッ
ク吉
川
敏
一
著

植
物
と
話
が
し
た
い
神
津
善
行
著

不

思

議

の

科

学

森

田

健

著

か
ら
だ
に
よ
く
効
く
お
風
日
の
入
り
方

植
田
理
彦
著

や
せ
て
若
返
る
大
作
戦

小
林
ゅ
う
こ
著

体
に
い
い
お
か
ず
の
組
み
合
わ
せ
が
わ

か

る

本

池

上

保

子
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修

パ
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波
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野
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「
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階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
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い
。



3月号広報おおず '99

平
成
十
一
年
度
国
民
年

一

金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

一

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
・
学
生
な

ど
第

一
号
被
保
険
者
及
び
任
意
加
入
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
納
め
な
い
ま
ま
で
放
っ

て
お
く
と
、
万
一
の
場
合
に
も
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「保
険
料
を
か
け
て
も
・:
」
と
か
、

「今
の
う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な
ん
か
・・
・」

と
言
わ
ず
、
家
族
の
将
来
を
考
え
て
納

め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料
は
今
す
ぐ
納
め

宇
?
し
よ
み
も

-
保
険
料

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
十

一

年
四
月
か
ら
も
平
成
十
年
度
と
同
じ
一

万
三
千
三
百
円
で
す
。

-
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
有
利
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、

何
か
と
忙
し
い

人
に
は
、
手
間
が
省
け
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

三
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
0

・
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

8
@
2
1
1
1
(内
線
I
l
l
・1
1
2
)

平成11年度4月力、ら 1年分の保険料額

割引額

3，850円155，750同
( 13，300円x12月)

159.600円
定額保険料

3，970円160，430円
( 13，700円x12月)

164，400同

《
夢
を
か
た
ち
に
》

一

「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ご
案
内
一

大
洲
ふ
じ
か
け
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
市

民
の
手
づ
く
り
音
楽
会
と
し
て
、
今
年

も

「春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
四
回
目
と
な
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
、
喜
多
郡
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
ほ
か
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
森
敬
恵
さ

ん
も
特
別
出
演
。
華
麗
な
歌
声
や
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
お
届
け
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【日
時
】

三
月
六
日
出

開
演

十
三
時
三
十
分

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

【
内
容
]
合
唱
、
独
唱
、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
独
奏
な
ど

国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
の

一

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
茶
会
と
バ
ザ
ー

一

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
で
は
、

地
球
に
や
さ
し
く

・
人
に
あ
た
た
か
く

を
テ
l
マ
に
第
三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
茶

会
と
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【日
時
】

一
一一
月
二
十
八
日
附

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

【場
所
】
大
洲
市
民
会
館

【内
容
】

V
茶

会

(
二
階
会
議
室
)

V
パ
ザ
l

(各
階
)

V
大
洲
市
商
庖
会
有
志
に
よ
る
販
売

V
掘
り
出
し
市

V
手
作
り
作
品
の
展
示
即
売

V
発
展
途
上
国
作
品
即
売

高
齢
者
の
住
宅
防
火
対
策
f
一

近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
(
放

火
自
殺
者
を
除
く
)
の
う
ち
、
そ
の
九

割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
層
の
火
災
に
お
け
る

死
者
の
発
生
率
は
、
若
年
層
に
比
べ
ず

い
ぶ
ん
高
く
、
大
洲
市
で
も
今
年
早
々

お
年
寄
り
の
焼
死
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死
者
数
は
、
ま

す
ま
す
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
で

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
の
し
や
す
い
安
全
な
場
所
に
寝

か
せ
る
。

②
二
方
向
以
上
の
避
難
経
路
を
確
保
し
、

(槻土居鉄 工 所

n24-4519 

(有)ア サ ノ設 備

n24-0783 

備)南予水道 住 設

n25-1350 

佐藤水道庖

n24-4410 

(有)星 加 水道設備

n26-0020 

上 甲 建設側

n24-5914 

徳森設備

n25-4023 

滝田商庖

n25-0901 

(有) 丸 電工業

n24-5351 

西 田 水道庖

n26-0265 

(有)三原設 備

n24-3783 

淳 山水道工事庖

n24-2583 

備)いの水道設 備

n24-2216 

伊予屋 住 設

n24-2541 

(有)内田電気水道設備

n25-2858 

岡福水道工事庖

n24-3656 

(有)オクダ設備

n24-3674 

大塚鉄 工 所

n25-0300 

|水|道|業|者|のl
|緊|急|漏|水|当|番|
3月6日出

3月7日(日)

3月13日出

前納した場合毎月納めた場合

定額保険料

+ 
付加保険料

3月14日(日)

3月20日出

3月21日(日)

3月22日(月)

3月27日出

3月28日(日)

通
行
の
障
害
と
な
る
よ
う
な
も
の
は

置
か
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓
し
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

④
万

一
、
火
が
付
い
て
も
燃
え
広
が
り

に
く
い
防
炎
性
の
寝
ま
き
、
ふ
と
ん
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
用
を
す
る
。

な
お
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ゃ

お
年
寄
り
だ
け
の
家
庭
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
隣
近
所
の
人
た
ち
の
温
か
い
思
い

や
り
が
大
切
で
す
。
異
常
な
物
音
ゃ
に

お
い
な
ど
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

大
洲
消
防
署

8
@
0
1
1
9

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内
一

V
瀬
戸
内
し
ま
な
み
街
道

え
ひ
め
寄
り
道
あ
ん
な
い

3
月
2
日
ω
1

3
月
四
日
凶

V
大
洲
文
化
協
会
生
け
花
展

3
月
ロ
日
幽
j

3
月
日
日
間

V
サ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ザ

・
タ
イ
ム
ズ

(
写
真
展
)

3
月
刊
日
附
1
3
月
辺
日
開

V
永
井
恭
平
木
彫
画
展

3
月
担
日
嗣
j

3
月
お
日
刷

V
山
田
き
よ
版
画
展

3
月
初
日
ω
j
4
月

4
日
佃

月末までの

大 洲市 内 の 交通 事故

死

昨年同期

3 2 

。

2 1 

1月末現在

2 5 

3 7 

。

数

負傷者

者

牛

T
d
l
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保健センターだより

告 24-3775

.乳幼児健康診査.

3月2日ω 平成10年10月生※
3月16日ω 平成9年8月生※
3月23日ω 平成8年2月生
受付時間 13:00~13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談.

3月9日ω 平成10年 5月生
受付時間 9:30~10:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

・健康相談・栄養相談。

3月29日(月)(予約制)

10:00~ 12:00 、 13:00~ 15:00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

・パパ・ママセミナー。

(夜間両親学級)

3月12日幽 19:00~2l: 00 

実施場所 大洲市保健センター

内 容 ・子育てについて

-赤ちゃんのお風呂

※事前の申し込みが必要です。

[脳卒中にご用心!] 

がん、心臓病、脳卒中は三大生

活習慣病。平成9年に市内で亡く

なられた人の約6割はこれらの病

気が原因です。

本市では近年、脳卒中による死

亡の割合が減少傾向にありますが、

脳卒中登録者の発症状況をみると

平成2年7月~平成9年度末の聞

に、 606人(年平均80人)の人が

脳卒中を起こされています。その

内訳は57%が脳梗塞で、次いで脳

出血、 くも膜下出血となっていま

す。

これを年齢別にみると、表 1の

とおり、 40~65歳の働き盛りの男

性の発症が少なくないことがわか

ります。若いからといって、過信

は禁物です。0塩分をとりすぎて

いませんか?0自分の血圧を知っ

ていますか?0定期的な健康診断

受けていますか?

皆さん、健康なうちに自分の生

活を見直してみましょう 。

号

一
園

一

同
一
・

相
談
ご
と
案
内

一

9
一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

3
一
用
く
だ
さ
い
。

ず

一

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

あ

一

日
時

3
月
8
日
開

叩

時

j
日
時

3
一
場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

-
U
一

日
時

3
月
お
日

ω
叩
時
i
日
時

司

一
場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

!

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

3
月
日
日
開
叩
時
j
日
時

場

所

大

川
公
民
館

日
時

3
月
四
日
幽
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

内
容
一
般
相
談
、
法
律
相
談
、
介
護

相
談
、
電
話
相
談

時
間
執
務
時
間
内
(
日
時

i
m時
)

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

合

@
5
6
2
9
(
直
通
)

V
な
お
、

3
月
日
日
j
白
日
は
、
大
洲

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
引
越
移
転
の

た
め
、
各
種
相
談
を
お
休
み
し
ま
す
。

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
担
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

3
月
初
日
回

目
時
j
m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
含

@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
合
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

3
月
5
日
幽
、
四
日
同

日
時

i
m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

3
月
日
日
開

9
時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

樹
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九

包

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

念
(
旬
戸
伊
叫
rw
ほ

一
小
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
l
口
時

告
(回
目

μ
円む

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

各
種
医
療

・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
i
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

日
時
1
日
時

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
日
時

3
月
初
日
回
目
時
1
日
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

保
健
所
各
種
相
談

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
者
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
4
日
同

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

U
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

3
月
げ
日
嗣

日
時
i
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
j
6歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

〈表 1>年齢別脳卒中
ア 大 ア施実 デ J 市立発症状況(人)
イ
洲自
イ日 イ A

年齢 男 女 ノf ア
ツ 大大洲病院

ツ 教動車 ツ 3 ク洲39歳以下 8 6 ク ク月
大洲 13 

40~65歳 106 58 
ス 12~ 9冨 18
時所習時士 日 庖時

65歳以上 215 211 
30 PJr 30工附 15 30 
分 分場 時 分

不明 14 I I 10 
時 13 11 16 14時

合計 330 276 j 時 時 時 時 j
16 30 30 30 30 12 

資料提供:大洲保健所 時分 分 分 分時

|休|日|急|患|診療|
3月7日(日)藤本外医院(中町)

ft24-2310 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

3月14日(日)村上内医院(北只)

ft23-3500 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

3月21日(日)村上外医院(片原町)

ft24-2262 

大洲中央病院(東大洲)

まま24 -4 5 5 1 

3月22日(月)大野内医院(片原町)

ft24-6800 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

3月28日(日) 岡本耳医院(本町)

ft24-3752 

大洲中央病院(東対H)

ft24-4551 

【平日後聞の急患】

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

まま24-2 151 

水曜日加戸病院(若宮)

ft24-5101 

木~日曜日 大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
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